
(様式１)

平成２３年度確かな学力向上のための具体的取組 評価 大館市立田代中学校

ねらい：確かな学力の向上を図る

平成２３年度の評価指標と実践課題 学校評価
自己評価Ｂ

学習への取組 ()昨年
・基本的学習習慣と意欲をもった学習姿勢の確立 ４
・自主学習力の向上 (３)

考え、表現する力 ３
・学習課題、提示の工夫 (３)
・考える場、表現する場の設定と工夫

教職員の研修 ２
・研修成果の共有化 (３)

共通実践事項 具 体 的 な 取 組 達成状況 備考等(課題▲、成果○）

□１ 学力向上を ●小中連携授業交流 ○(▲) ○小中連携の部会において

目指した学 ●小中連携での諸検査分析会の実施 ○(○) 各校の諸検査分析につい
校間の積極 ●田代地区の共通実践項目の確認と実践 ○(○) て発表し合い，各教科の
的な連携 成果と課題について確認

することができた。
○学力向上の基盤となる生

活指導において「自立プ
ラン」を保育園，小学校，
中学校が連携できるよう
発信することができた。

○中学校の教諭が各小学校
で授業を実施することが
できた。

▲悪天候により小中合同の
クリーンナップが中止。
今後は学校支援地域本部
事業を活用しながら広い
視野で計画を進めていき
たい。

□２ 「活用する ●校内での授業を見合う体制づくり ○ ○道徳については，今年度

力」を育て ●教科の枠を越えた授業研究会への参加 ○ も学年を超えた授業交
るための授 ●考える場の設定を意識した授業実践の蓄積 ▲ 流，資料の交換が効果的
業づくり になされた。

▲授業研究会では教科を超
えた意見交換の場があっ
たが，通常の授業におけ
る「授業を見合う」場面
では「考える場」につい
て研修を深めることがで
きなかった。

（● 重要な課題であると考えられる具体的な取組）

「確かな学力」

①知識・技能の習得 ○

②思考力･判断力･表現 ○
力の育成

③学習意欲・学習習慣 ○

「確かな授業力」

④生徒指導の機能を生 ○
かした学習指導


